
みんなでつくろう、

地域の…
輪！

「話し合いの場」の必要性
“きんしゃい！岡垣井戸端会議”から見えたこと（4･5 面）

特 集
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岡
垣
町
民
で
つ
く
る
福
祉
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て

　

本
年
４
月
よ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
大
変

光
栄
な
こ
と
で
あ
る
と
と
も
に
、
あ
ら

た
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
福
祉
を

推
進
す
る
た
め
の
民
間
の
団
体
と
し
て
、

住
民
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、
行
政
や

関
係
団
体
等
と
協
働
し
て
「
岡
垣
町
民

で
つ
く
る
福
祉
の
ま
ち
」
の
実
現
を
目

指
し
て
事
業
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の

方
が
地
域
福
祉
活
動
へ
参
加
さ
れ
、
力

を
発
揮
し
て
い
た
だ
け
る
「
仕
組
み
づ

く
り
」が
不
可
欠
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
長
就
任
あ
い
さ
つ会長

山田　敬二

平成２９年度  予算

収 入 208,252千円

支 出 208,252千円

収益事業
収入
1,680千円
0.8％

寄附金収入
2,300千円 1.1％

共同募金配分金収入
5,330千円 2.6％

受託金収入
82,621千円
39.7％

補助金収入
42,640千円
20.5％

介護保険等
事業収入
52,358千円
25.1％

その他
21,323千円
10.2％

収益事業
988千円 0.5％

在宅福祉
サービス事業
1,927千円 0.9％

共同募金配分金事業
5,330千円 2.6％

受託事業
90,174千円
43.3％

介護保険等事業
50,132千円
24.1％

法人運営事業
51,900千円
24.9％

ボランティアセンター運営事業
7,801千円 3.7％

－2－



平成２９年度  事業計画

ひとづくり
ふれあい、思いやりの意識をはぐくむ

ひとづくり
ふれあい、思いやりの意識をはぐくむ

■福祉教育の充実
　・福祉体験講座（学校での授業等）
　・認知症サポーター養成講座
　・認知症ケア地域推進事業
■地域人材の育成
　・助けあいに取り組むための「話し合い
　　の場」の開催
　・各種講座の実施
■ボランティア活動の推進
　・福祉ボランティアポイント制度の運営
　・ボランティアの養成 ･支援

地域づくり
見守りや支えあいの関係を築く

■セーフティネットの推進・支援
　・お互いさま命のネットワークの推進 ･支援
　・生活支援体制整備事業（生活支援コーディ
　　ネーターの配置等）の取り組み
　・ふくおかライフレスキュー事業の検討
■ふれあい交流活動の促進
　・ふれあいサロン活動の促進 ･支援
　・ひとり暮らし高齢者のつどい
　・在宅介護者のつどい
　・障がい者ふれあい交流事業
　　（納涼夏まつり、クリスマス交流会）
　・男性料理教室
　・おもちゃ図書館の運営

生活支援体制整備事業の一環として、
新たに、世代や立場を越えた「話し
合いの場」づくりがスタートします。
地域の方、事業所の方、どなたでも
参加できます！

環境づくり
福祉サービスを活かし、地域で自立して暮らす

■総合的な相談支援体制の整備
　・法律相談、心配ごと相談、
　　総合福祉相談窓口の充実
■在宅福祉サービス事業の充実
　・居宅介護支援事業
　・訪問介護事業
　・福祉機器貸与事業
　・日常生活自立支援事業
　・生活福祉資金貸付制度
　・ずっと安心プラン事業
■広報・啓発活動の充実
　・社協だより、ホームページの充実
　・広報広聴委員会の開催

支援体制づくり
協働と連携で地域を支える

■行政、関係機関・団体との連携
■信頼される社会福祉協議会づくり
　・共同募金運動の推進
　・役員体制 ･事務局体制の強化
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私
た
ち
は
、日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、

地
域
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
と
の
つ

な
が
り
を
も
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
病
院
や
福
祉
施
設
、
鮮
魚
店

や
コ
ン
ビ
ニ
と
い
っ
た
「
場
所
・
サ
ー

ビ
ス
」
を
は
じ
め
、
見
守
り
活
動
や
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ど
の
「
助
け
合
い
」、

民
生
委
員
や
ご
近
所
、友
人
な
ど
「
人
」

と
の
つ
な
が
り
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
知
恵
と

工
夫
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
知
恵
と

工
夫
は
、
ご
く
自
然
で
当
た
り
前
の
こ

と
と
し
て
日
々
の
暮
ら
し
に
溶
け
込
ん

　

世
代
も
立
場
も
異
な
る
人
が
、
と
も

に
日
常
生
活
を
送
る
「
地
域
」
と
い
う

空
間
。
な
ぜ
、
話
し
合
う
こ
と
が
必
要

な
の
か
、
そ
し
て
話
し
合
い
が
地
域
に

及
ぼ
す
効
果
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

で
い
る
た
め
、
直
接
つ
な
が
り
の
な
い

人
に
は
見
え
に
く
い
側
面
も
あ
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
、
子
育
て

世
代
か
ら
こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
に
溶
け
込
む

　
　
　
　
知
恵
と
工
夫

特集

「
話
し
合
い
の
場
」
の
必
要
性

〝
き
ん
し
ゃ
い
！
岡
垣
井
戸
端
会
議
〟
か
ら
見
え
た
こ
と

人
が
つ
な
が
る
と

　
　
　
課
題
も
見
え
る

た
多
種
多
様
で
す
。
ひ
と
つ
の
も
の
に

対
し
て
も
、
一
方
か
ら
は
使
い
や
す
い
と

感
じ
、
あ
る
一
方
か
ら
は
使
い
に
く
い
と

感
じ
る
場
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
に
身

近
な
「
公
民
館
」
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う

な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
お
互
い
を
認
め
合
う

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
あ
る
一

部
分
の
人
の
課
題
と
し
て
片
づ
け
て
し

ま
う
の
で
は
な
く
、
地
域
の
課
題
と
し

て
捉
え
る
こ
と
で
、
解
決
方
法
や
そ
こ

に
関
わ
る
人
の
幅
が
広
が
り
、
豊
か
な

関
係
性
が
築
か
れ
ま
す
。

　

助
け
あ
い
は
、
住
民
同
士
に
限
ら
ず
、

同
じ
地
域
に
あ
る
事
業
所
と
の
協
力
で

さ
ら
に
充
実
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
事
業
所
」
も

　
　
　
地
域
の
一
員

地域は、地域の中にある事業所を「地域のメン 
バー」として接してきただろうか？そこに住んでい
る人は昼間働きに出る、学校に出る。そんな時間帯
でも、事業所は常にそこにある。その存在意義は大
きいのではないか。事業所を「法人市民」として扱
　　　　　う考え方は、社会貢献につながる。商店
　　　　　や理髪店、コンビニなど、事業所の能力
　　　　　をいかす助け合いの展開に期待する。

小川全夫氏（九州大学名誉教授）

地域の人たちとのつながりが
なかったが、ふれあいサロン
が世代を越えて交流できる場 
だと知り、行ってみたいと思っ 
た。地域で声をかけてもらう
と嬉しい。自分から
も声を出して、つな
がりをつくっていく。

末廣亜希子さん
（子育て世代）

白武眞理子さん
（山田校区コミュニティ）

若いお母さんから、公民館に
は乳幼児のおむつ替えや授乳
ができる間仕切りがなく、使
いづらいと聞いた。みんなが
使いやすい場所をつくるには、
みんなの声を聞くこと
が大切。その会話から
交流が始まると思う。

　

世
代
や
立
場
の
異
な
る
住
民
同
士
が

知
恵
と
工
夫
を
持
ち
寄
る
こ
と
で
、「
資

源
」
と
し
て
活
用
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

新
た
な
つ
な
が
り
も
生
み
出
す
の
で
す
。

　

世
代
や
立
場
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
知

恵
や
工
夫
が
異
な
る
よ
う
に
、
暮
ら
し

の
中
で
「
課
題
」
と
感
じ
る
こ
と
も
ま

来場者は、民生委員・児童委員
や福祉事業所関係者、子育て世
代などさまざま。来場者へのア
ンケートでは、回答者の約４割
が「話し合いの場」への参加に
関心があるという結果が出た。
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今
、
地
域
に
ど
の
よ
う
な
助
け
合
い

が
あ
り
、反
対
に
何
が
足
り
な
い
の
か
。

今
あ
る
も
の
を
活
か
し
、
新
た
な
助
け

合
い
に
取
り
組
む
た
め
に
、
住
民
も
事

業
所
も
一
緒
に
考
え
、
話
し
合
う
こ
と

は
「
地
域
づ
く
り
」
そ
の
も
の
で
す
。

　

目
に
見
え
る
形
で
毎
年
高
齢
化
率
が

上
昇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

は
他
の
分
野
と
比
べ
て
「
高
齢
者
」
に

今までの取り組みを活かして、区域や世代、
分野を越えた新しいことに取り組むために
は、ヨコのつながりが欠かせない。話し合
いの場を、行政も社会福祉協議会も一緒に
なって“総力戦”で支えることができたら、
きっと大きなチカラになる。答え
はないからこそ、みんなで考え続
けることが大切である。

　

こ
れ
ま
で
、事
業
所
の
側
か
ら
は「
地

域
が
何
を
求
め
て
い
る
か
を
知
る
こ
と

が
難
し
い
」、
地
域
の
側
か
ら
は
「
事
業

所
が
、
地
域
に
対
し
て
ど
ん
な
こ
と
が

で
き
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
声

が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、『
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ

く
り
に
貢
献
し
た
い
』と
い
う
思
い
は
、

住
民
に
も
事
業
所
に
も
共
通
し
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
一
員
と
し

て
お
互
い
が
で
き
る
こ
と
や
課
題
と
感

じ
て
い
る
こ
と
を
持
ち
寄
り
、
何
が
で

き
る
か
を
一
緒
に
考
え
、「
話
し
合
う
」

場
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
福

祉
関
係
の
事
業
所
や
商
店
、
理
髪
店
、

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
、
み
ん
な
の
力
を
集
め

て
地
域
の
輪
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
が
参
加
す
る

　
　
　
地
域
づ
く
り
へ

お互いさま
みんながそれぞれの立場で、
できることから助けあおう！

我
わ

が事
こと

自分も同じ状況なら困るよな。
自分にもできることがあるかも！

自分のことと思えると、心も体も動き出
す！ご近所さんや地域の仲間と一緒に…

福祉って、自分の身にふりかからないと
理解しにくい場合も。でも、話をきくと…

他
ひとごと

人事
自分には、まだ関係ない話だな。
今は、何も困っていないし…。

相手を
知ることで

気持ちが変化！

十時　裕氏（福岡県まちづくり専門家）

関
す
る
課
題
に
つ
い
て
考
え
、
取
り
組

む
機
会
が
多
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
世
代
や
立
場
に
縛
ら
れ
な
い

話
し
合
い
で
は
、
一
見
関
係
の
な
い
よ

う
に
見
え
る
子
育
て
の
話
題
に
お
い
て

も
高
齢
者
の
役
割
が
出
て
く
る
な
ど
、

結
果
的
に
地
域
で
の
豊
か
な
関
係
づ
く

り
に
つ
な
が
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
で
の
日
々
の
つ
な
が
り
は
、
大

切
な
宝
物
で
す
。
相
手
を
知
る
こ
と
で

他
人
事
か
ら
我
が
事
と
と
し
て
捉
え
、

地
域
み
ん
な
の
課
題
と
し
て
共
有
し
て

解
決
策
を
考
え
る
た
め
に
、
あ
な
た
も

地
域
づ
く
り
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

きんしゃい！岡垣井戸端会議
　3月 18日に岡垣サンリーアイで開催したシンポジウム「きんしゃい！岡垣
井戸端会議」には、300 名を超える参加がありました。壇上では、小川先生
から「地域福祉」に関するミニ講演の後、①ちょっとした手助け、②交流の場、
③事業所、④情報発信をテーマにパネルディスカッションを行いました。

【パネルディスカッション登壇者】
 　■助言者　九州大学 名誉教授　小川 全夫氏（最前列 / 右）
 　■コーディネーター　福岡県まちづくり専門家　十時 裕氏（最前列左）
 　■パネリスト　（下段）藤山 千秋さん / 弓削 勇さん / 末廣 亜希子さん

 　　　　　　　　（中段）橋内 政則さん / 角 智奈美さん / 鶴田 葉子さん / 和田 敏子さん

 　　　　　　　　（上段）筒井 信秋さん / 白武 眞理子さん / 宮本 和敏さん
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◆
法
律
相
談
◆

と
　
き　
６
月
９
・
23
日
（
金
）

　
　
　
　

７
月
14
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
１
人
30
分
・
１
日
６
組
ま
で
）

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※�

予
約
制
。
相
談
月
の
前
月
か
ら
受
け

付
け
し
ま
す
。
お
早
め
に
社
会
福
祉

協
議
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
心
配
ご
と
相
談
◆

と
　
き　
６
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　

７
月
21
日
（
金
）

　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

東
部
公
民
館

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

◆
総
合
福
祉
相
談
窓
口
◆

と
　
き　
６
月
13
・
27
日
（
火
）

　
　
　
　

７
月
11
・
25
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※�

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
電
話
で
の

相
談
は
、
休
館
日
（
第
１
日
曜
日
と

毎
週
月
曜
日
）
を
除
き
、
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
　
　
談

香
典
返
し
寄
附

社会福祉協議会

　 283-2940

おしらせ

　

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
ご

寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥

福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
３
・
４
月
受
付
分
ま
で
）

社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
俵
口　

和
義　

様
（
手
野
）

　

故　

俵
口　

和
敏　

様�

90
歳

○
旗
生　

恵
子　

様
（
糠
塚
）

　

故　

旗
生
ヱ
ツ
子　

様�

95
歳

○
松
本　

洋
子　

様
（
塚
原
）

　

故　

坂
口　

綾
子　

様�

94
歳

○
山
本　

昭
　

様
（
野
間
三
）

　

故　

山
本
美
惠
子　

様�

85
歳

○
久
野
す
ま
子　

様
（
旭
東
）

　

故　

久
野　

建
明　

様�

73
歳

○
村
田　

正
一　

様
（
湯
川
）

　

故　

村
田　

松
登　

様�

96
歳

○
佐
々
木
加
代
子　

様
（
三
吉
）

　

故　

佐
々
木
浩
久　

様�

57
歳

○
野
中　

良
雄　

様
（
三
吉
）

　

故　

野
中　

正
代　

様�

67
歳

○
山
田　

時
代　

様
（
三
吉
）

　

故　

山
田　

光
吉　

様�

81
歳

○
吉
田　

和
幸　

様
（
波
津
）

　

故　

吉
田
美
智
子　

様�

84
歳

○
赤
城　

京
子　

様
（
鍋
田
）

　

故　

赤
城　

篤
行　

様�

73
歳

○
春
田　

定
利　

様
（
吉
木
）

　

故　

春
田　

房
子　

様�

88
歳

○
石
田
八
重
子　

様
（
戸
切
）

　

故　

石
田
喜
久
雄　

様�

83
歳

○
石
田　

房
子　

様
（
東
黒
山
）

　

故　

石
田　

和
雄　

様�

85
歳

○
宮
本　

紀
子　

様
（
波
津
）

　

故　

宮
本　

一
枝　

様�

96
歳

○
森
田　

悦
子　

様
（
東
高
陽
）

　

故　

森
田
テ
ル
子　

様�

93
歳

今年度から採用した新規職員を紹介します。
【新規採用】
　○小谷　倫子　　（地域福祉係）
　〇牧野　夏子　　（地域福祉係）
　○小笠原　千春　（介護事業係）
【退職】
　○吉﨑　佐知子　（地域福祉係）
　○丸谷　美香　　（地域福祉係）
　〇渡邊　美智子　（介護事業係）

社会福祉協議会 新規職員紹介

小谷 牧野

○
田
中
実
智
子　

様
（
吉
木
）

　

故　

田
中
ヤ
ヱ
子　

様�

90
歳

○
安
部
フ
サ
ヱ　

様
（
戸
切
）

　

故　

安
部　

高
則　

様�

70
歳

一
般
寄
附

○
岡
垣
町
商
工
会
青
年
部　

様

小笠原
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やってみようよ！

ボランティア
岡垣ボラ協だより
１５１　号

※ ボラ協とは「ボランティア連絡協議会」の略称です。

あみものの会
特技を活かして作品づくり。完成した
ら一人暮らし高齢者等へプレゼント！

ちょっと空いた時間で、一緒に活動しませんか？

７月号で紹介

岡垣調理ボランティアの会
町が行う配食サービス事業のお弁当を
まごころを込めて手作りします！

１０月号で紹介

ファイヤーマンズクラブ
高齢者や障がい者等を対象に、軽スポ
ーツを通した交流活動をお手伝い！

９月号で紹介

ひまわりの会
花づくりによる環境美化。いこいの里
の花壇を季節の花でいっぱいに！

１１月号で紹介

ふれあいの会
町内にある福祉施設の入所者が行事等
で外出される時の介助をお手伝い！

２月号で紹介

囲碁・将棋の会
囲碁・将棋を通した交流。町内の福祉
施設等へ訪問対局にも伺います！

３月号で紹介

岡垣手話の会
聴覚障がい者との手話を用いた交流。
町の行事等では壇上での手話通訳も！

２月号で紹介

ボラ協は７つの福祉
ボランティアの集まり
平成９年から、社協だよりの中で「ボラ協
だより」の掲載が始まり、今年で２１年目。
これまで１５０回に渡りボランティア情報
を発信してきました。今年度のボラ協だよ
りでは、「人」にスポットを当てて各団体
の活動を紹介します。
７団体がそれぞれ違う
“この会に、この人あり”
をお楽しみに！

【編集委員】
佐々木征子（あみものの会）
川﨑　勝子（ふれあいの会）

ボラ協１年間の
行事予定

５月　総会の開催
７月　交流グラウンドゴルフ
８月　納涼夏まつり参加
　　　※社会福祉協議会 事業

10 月　まつり岡垣パレード参加
11 月　中間・遠賀地区
　　　ボランティア研修会
12 月　クリスマス交流会参加
  　　※社会福祉協議会 事業

２月　ふくおか“きずな”
　　　フェスティバル参加

ちょっと空いた時間で、一緒に活動しませんか？

平成９年から、社協だよりの中で「ボラ協

だより」の掲載が始まり、今年で２１年目。

これまで１５０回に渡りボランティア情報

を発信してきました。今年度のボラ協だよ

りでは、「人」にスポットを当てて各団体

の活動を紹介します。

７団体がそれぞれ違う

“この会に、この人あり”

をお楽しみに！

【編集委員】

佐々木征子(あみものの会)

川﨑 勝子(ふれあいの会)

やってみようよ！

岡垣ボラ協だより

１５１号

※ ボラ協とは「ボランティア連絡協議会」の略称です。

あみものの会

ファイヤーマンズクラブ

岡垣調理ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの会

ひまわりの会

ふれあいの会

岡垣手話の会

囲碁・将棋の会

２月号で紹介

３月号で紹介

２月号で紹介

１１月号で紹介

９月号で紹介

７月号で紹介

１０月号で紹介

５月 総会の開催
７月 交流グラウンドゴルフ
８月 納涼夏まつり参加

※社会福祉協議会 事業

月 まつり岡垣パレード参加
月 中間・遠賀地区

ボランティア研修会
月 クリスマス交流会参加

※社会福祉協議会 事業

２月 ふくおか“きずな”
フェスティバル参加

特技を活かして作品づくり。完成した
ら一人暮らし高齢者等へプレゼント！

町が行う配食サービス事業のお弁当を
まごころを込めて手作りします！

花づくりによる環境美化。いこいの里
の花壇を季節の花でいっぱいに！

高齢者や障がい者等を対象に、軽スポ
ーツを通した交流活動をお手伝い！

町内にある福祉施設の入所者が行事等
で外出される時の介助をお手伝い！

囲碁・将棋を通した交流。町内の福祉
施設等へ訪問対局にも伺います！

聴覚障がい者との手話を用いた交流。
町の行事等では壇上での手話通訳も！
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　終活セミナー

社会福祉協議会から講座のお知らせ

 家庭介護教室
聞いて安心、やってみて納得！いま介護中の方も、
これからに備える方も、楽しくコツを学びましょう！

岡垣町社会福祉協議会
岡垣町大字高倉598番地1

☎093-283-2940

　つの講座に関する
問い合わせ・申込みは…
2

と　き　７月９日、７月23日、８月６日
　　　　８月27日、９月３日　※すべて日曜日

　　　　午前10時から正午まで
ところ　いこいの里 団体研修室
参加費　５００円（資料代）
申込み　６月21日までに社会福祉協議会へ

相続 ･遺言や葬儀 ･お墓など、知っているようで知らなければ
困るポイントを楽しく学んでみませんか？ご本人だけでなく
お子様や家族との参加も大歓迎です！

と　き　７月20日、８月17日、９月21日 ※すべて木曜日

　　　　午後１時30分から3時30分まで ※終了後､ 個別相談実施

ところ　いこいの里 研修室２

参加費　無料（テキスト代1,000円）

申込み　各回の１週間前までに社会福祉協議会へ
終活パートナー九州
代表　眞武 純哉氏

定員は先
着20名

！
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編
集
後
記

　

４
月
か
ら
新
年
度
を
迎
え
、職
員
体
制

も
新
た
に
な
り
、あ
わ
た
だ
し
く
過
ご
す

時
間
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
心
に
癒
し
と
ゆ
と
り
を

与
え
て
く
れ
た
の
が「
花
」で
す
。

　

事
務
所
の
席
か
ら
は
、４
月
に
は
満
開

の
桜
、５
月
に
は
美
し
い
藤
の
花
が
見
え

ま
す
。
ま
た
、い
こ
い
の
里
の
花
壇
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の「
ひ
ま
わ
り
の
会
」
の

み
な
さ
ん
が
き
れ
い
な
花
々
を
咲
か
せ
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

い
こ
い
の
里
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ

一
度
足
を
止
め
て
、
き
れ
い
な
花
々
も
ご

覧
く
だ
さ
い
。�

（
田
之
上
）
この「社協だより」は、赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

発
行
者
／
岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
会
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